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後期，晩期の 6 時期に大別される． 縄文集落の研究は，上記の 6 時期区分を基準に，遺跡の立地，
集落の最小単位である竪穴住居址，竪穴住居址の配置による集落形態の研究が盛んである。しかし，










長期遺跡，特定の 1 時期にのみ生活が営まれた場所を短期遺跡とそれぞれ定義，分類した上で，GIS を
活用して縄文時代の 6 時期区分ごとに遺跡分布図を作成し，それらを比較した．その結果，次のことが
明らかになった． 
青森県では，時期区分が可能であった合計 3,568 遺跡のうち長期遺跡は 2,193 遺跡，短期遺跡は 1,375
遺跡であった．岩手県では，合計 3,801 遺跡のうち，長期遺跡は 2,232 遺跡，短期遺跡は 1,569 遺跡で












道で 398 遺跡 1,132 棟確認された．さらに，大型住居址が立地する集落規模は 4 棟以下の小規模集落が
92.46%，10 棟以下の中規模集落が 5.83%，11 棟以上の大規模集落が 1.69%であった．つまり，小規模
な集落遺跡が大半を占めた．そして，1 集落遺跡あたりの大型住居址数は平均 2.13 棟であった．大型住
居址の床面積は，計測可能であった 1,030 棟の場合，55～76 ㎡であった． 
                               
一方，対象は岩手県に限られるが，複式炉を伴う竪穴住居址の立地する集落数は 145 遺跡で，住居址
は 855 棟であった．それらの立地する集落規模は，4 棟以下の小規模な集落遺跡が 69.50%で最も多か
った．ただし，地域差が認められ，県北部では小規模集落が多く，県中央部では住居数 11 棟以上の大

























































も竪穴住居址の長軸が 8ｍ以上の大型住居址について、北海道・東北 6 県の集落遺跡において大型住居
址が確認された 398遺跡 1,132棟を対象にして、集落規模別大型住居址数および床面積の変遷を明らか
にした。また、縄文中期における複式炉を伴う竪穴住居址が確認された岩手県 145遺跡を対象に、集落
規模の構成を分析し、小規模集落が卓越することと、地域差の存在を明らかにした。それらの成果は、
住居規模から人口推計を行う際には参照されるべきものである。 
課題③に関しては、複式炉を伴う竪穴住居址の出入り口を、先行研究を踏まえて炉の前庭部にあると
認定したうえで、出入り口の方向と冬季・夏季の卓越風および局地風の風向、土地の傾斜および集落内
での住居址の位置（谷側、丘陵側棟）などの環境要素との対応関係を岩手県の 145遺跡 697棟について
丹念に検討し、冬季の季節風を避ける傾向を確認するとともに、他の環境要素との関係性も見出した。
縄文集落と自然環境要素との関係性を具体的に提示した点は高く評価できる。 
上記の通り，駒木野智寛提出の論文は、地理学的アプローチにより縄文集落の立地に関する貴重な知
見を見出し、縄文文化に関する諸研究に対して貢献するところが大である。このことは著者が自立して
研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示している．したがって，駒木野智寛提
出の論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める． 
